
　平成24年11月20日、福島県道路利用者会議会員
の皆さまが、国道4号白河拡幅の工事を視察されま
した。
　福島県道路利用者会議の皆さまは、道路交通の
進歩･発展のため諸活動を行っており、その一環と
して今回の視察となりました。
　当日は小春日和の天気予報でしたが、実際は薄
曇りで寒い中での見学でした。

　阿武隈川下流から見た白河橋の様子です。
橋の下にある足のような部分を橋脚(きょうきゃく)
といいます。
 写真に写る橋脚は『壁式』という種類で、上から
見ると小判状になっています。なめらかな形状なの
で、川の流れに影響を出しにくいとされています。

　白河橋の橋桁部分です。人と比べるととても大き
いですよね。工場で製作した後、分割して運んで設
置します。

　道路を2車線から4車線に拡げるための工事をして
います。
 道路になる部分を掘削して平らにした後、側溝を設
置して道路の舗装工事ができるように改良します。
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当日参加された皆さま、寒い中お疲れ様でした！


